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お知らせ

償
却
資
産
と
は

　

土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
事
業
用

資
産
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

構
築
物
、
機
械
・
装
置
、
船
舶
、
車

両
・
運
搬
具
、工
具
・
備
品
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
資
産
で
、
そ
の
減
価
償
却

額
（
費
）
が
法
人
税
法
又
は
所
得
税

法
の
所
得
計
算
上
損
金
又
は
必
要
経

費
に
参
入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

申
告
の
不
要
な
も
の

・
耐
用
年
数
が
１
年
未
満
の
も
の

・ 

取
得
価
額
が
20
万
円
未
満
の
も
の

で
３
年
以
内
に
一
括
し
て
均
等
償

却
す
る
も
の
（
平
成
元
年
３
月
31

日
以
前
の
取
得
に
つ
い
て
は
10
万

円
未
満
の
も
の
）

・ 

取
得
価
額
が
10
万
円
未
満
の
も
の

で
一
時
損
金
に
算
入
さ
れ
た
も
の

（
た
だ
し
、
少
額
多
量
資
産
に
つ

い
て
は
、
申
告
が
必
要
）

・ 

鉱
業
権
、
特
許
権
、
営
業
権
、
商

業
権
な
ど
の
無
形
減
価
償
却
資
産

・ 

自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
と
な
る
車
両
な
ど

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

付
帯
設
備
に
つ
い
て

　

家
屋
の
所
有
者
以
外
の
方
が
取
り

付
け
た
付
帯
設
備
は
、
取
り
付
け
た

方
が
納
税
義
務
者
に
な
り
ま
す
。

申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

該
当
す
る
償
却
資
産
を
平
成
18
年

１
月
１
日
現
在
所
有
し
て
い
る
個
人

又
は
法
人
は
、
申
告
書
に
必
要
事
項

を
記
載
し
て
、
本
庁
税
務
課
固
定
資

産
税
係
、
又
は
各
支
所
総
務
課
税
務

係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

平
成
17
年
は
旧
市
町
村
別
に
申
告
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
は

ま
と
め
て
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限

　

１
月
31
日（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
１
２
６
）

　

こ
の
組
織
は
、
愛
媛
県
下
に
お
け

る
税
の
公
平
性
の
確
保
お
よ
び
滞
納

額
の
縮
減
を
図
る
た
め
、
市
町
単
独

で
は
処
理
が
困
難
な
事
案
を
引
き
受

け
、
財
産
の
差
押
や
公
売
に
よ
る
差

押
財
産
の
換
価
な
ど
の
滞
納
処
分
を

前
提
に
滞
納
整
理
を
行
う
組
織
で

す
。

【
機
構
設
立
の
経
緯
】

　

県
内
の
市
町
村
税
の
滞
納
額
は

年
々
増
加
し
続
け
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
状
況
を
放
置
し
て
し
ま
え
ば
、

納
税
秩
序
の
乱
れ
か
ら
税
務
行
政
へ

の
不
信
感
に
つ
な
が
り
ま
す
。　

平成18年４月
「愛媛地方税滞納整理機構」

設　　立
（その１）

～県内全市町加入の徴収専門組織～

４月１日から、市町村税の滞納整理を専門に行う
「愛媛地方税滞納整理機構」が設立されます。

　

そ
こ
で
、
こ
の
状
況
を
打
破
し
、

税
財
源
を
適
正
に
確
保
す
る
た
め
、

県
内
全
市
町
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、

滞
納
整
理
の
専
門
組
織
で
あ
る
「
愛

媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」
を
設
立

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

【
機
構
の
活
動
】

　

市
町
か
ら
の
再
三
の
催
告
に
応
じ

な
い
も
の
、
滞
納
額
が
高
額
な
も
の

な
ど
の
滞
納
事
案
を
引
き
受
け
、
迅

速
に
滞
納
整
理
を
行
い
ま
す
。

　

機
構
で
は
、
広
範
囲
な
財
産
調
査

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
換
価
し
や
す

い
財
産
を
発
見
し
、
速
や
か
に
滞
納

処
分
に
移
り
ま
す
。
ま
た
、
差
押
財

産
の
公
売
も
行
い
ま
す
。

【
業
務
内
容
】

１ 　

全
市
町
村
税（
国
保
税
を
含
む
）

お
よ
び
個
人
県
民
税
の
滞
納
整
理

２　

不
動
産
公
売

３ 　

執
行
停
止
・
不
納
欠
損
の
適
否

判
定

４ 　

市
町
職
員
に
対
す
る
実
務
研
修

の
実
施

５　

滞
納
整
理
に
係
る
調
査
研
究

６ 　

機
構
職
員
に
対
す
る
専
門
研
修

の
実
施
（
研
修
機
関
と
し
て
の
機

能
）

７ 　

市
町
へ
の
徴
収
業
務
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
（
市
町
徴
収

業
務
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
関
と
し

て
の
機
能
）

【
滞
納
整
理
の
範
囲
】

　

財
産
調
査
、
財
産
の
差
押
、
差
押

財
産
の
換
価

今
年
も
償
却
資
産
の
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
償
却
資
産
、
申
告
の
方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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人権の花運動
　

人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
る
た

め
、
松
山
地
方
法
務
局
大
洲
支
局
お

よ
び
大
洲
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
に

よ
る
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
が
実
施

さ
れ
、
応
募
点
数
１
２
３
７
点
中
、

市
内
か
ら
は
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。

優
秀
賞

長
浜
中
学
校
３
年　

大
野
真
里
奈

　

「
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
」

肱
川
中
学
校
２
年　

上
田　

希
望

　

「
み
ん
な
が
共
存
で
き
る
世
界
」

　

小
学
生
に
も
人
権
意
識
を
高
め
て

も
ら
う
た
め
、
昨
年
か
ら
松
山
地
方

法
務
局
大
洲
支
局
お
よ
び
大
洲
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
が
主
催
の
人
権
メ

ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
応
募
総
数
５
４
４
点
、
次

の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

上
須
戒
小
学
校
５
年　

村
越　

剛
志

　

「
手
話
で
つ
な
ぐ
心
の
輪
」

喜
多
小
学
校
５
年　

児
童

　

「
言
え
な
い
」

優
秀
賞

櫛
生
小
学
校
６
年　

西
﨑　

友
紀

　

「
今
、
思
う
こ
と
」

菅
田
小
学
校
６
年　

篠
原　

章
真

　

「
お
年
寄
り
と
の
交
流
を
通
し
て
」

大
成
小
学
校
６
年　

羽
柴　

奈
那

　

「
一
人
じ
ゃ
な
い
よ
」

奨
励
賞

喜
多
灘
小
学
校
４
年　

西
尾　

菜
々

　

「
友
達
と
は
、
な
ん
だ
ろ
う
」

白
滝
小
学
校
４
年　

髙
石　

学
志

　

「
大
切
な
人
」

大
谷
小
学
校
６
年　

細
川　

美
紅

　

「
野
村
学
園
に
行
っ
て
」

人権の花運動
　10月31日、長浜中学校で「人権の花運動球根贈呈式」が
開催されました。

　

生
徒
が
協
力
し
な
が
ら
、
花
等
の

植
物
を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情

操
を
豊
か
に
し
、
基
本
的
人
権
尊
重

の
精
神
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
、

市
の
人
権
擁
護
委
員
か
ら
、
生
徒
会

本
部
役
員
、
環
境
委
員
を
通
じ
、
球

根
５
０
０
球
、
プ
ラ
ン
タ
ー
30
個
等

が
長
浜
中
学
校
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ　

No.12

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１

週
間
は
人
権
週
間
で
し
た
。

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
啓
発
活
動
重
点

目
標
の
ほ
か
、
次
の
事
項
を
強
調

事
項
と
し
て
各
種
行
事
を
実
施
し

ま
し
た
。

◇
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

◇
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

◇ 

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

◇ 

障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

◇
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

◇ 

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

◇
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

◇ 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

◇ 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

◇ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
や
め
よ
う

◇ 

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

◇ 

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

◇ 

性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

　

そ
こ
で
、こ
の
中
か
ら
今
回
は
、

高
齢
者
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
出
生
率
の
低
下

や
平
均
寿
命
の
伸
び
悩
み
に
伴

い
、
世
界
的
に
類
の
な
い
速
さ
で

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
世

界
一
の
長
寿
国
で
は
あ
り
ま
す

が
、
要
介
護
高
齢
者
は
４
０
０
万

人（
ア
メ
リ
カ
で
は
３
０
０
万
人
）

を
越
え
て
い
る
現
状
で
す
。

　

本
県
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
率

が
23
％
と
全
国
平
均
を
４
ポ
イ
ン

ト
上
回
っ
て
お
り
（
大
洲
市
で
は

27
％
）、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

数
や
介
護
給
付
費
も
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
就
労
の
意
志

や
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
高
齢
で
あ
る
こ
と
の
み
を
理

由
に
就
労
の
機
会
が
確
保
さ
れ
な

か
っ
た
り
、
退
職
、
子
ど
も
の
独

立
、
配
偶
者
と
の
死
別
と
い
っ
た

生
活
環
境
の
変
化
か
ら
生
き
が
い

を
見
失
い
、
そ
の
結
果
社
会
参
加

や
自
己
実
現
の
機
会
が
十
分
に
保

障
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
高
齢
者
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
が
、
高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
培

っ
た
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
社

会
参
加
す
る
機
会
の
確
保
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
高
齢
者

の
権
利
擁
護
や
高
齢
者
の
尊
厳
を

支
え
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

　

―

思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に―

」

平
成
17
年
度
全
国
中
学
生

　
　

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

大
洲
地
区
大
会

平
成
17
年
度
愛
媛
県
小
学
生

　

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　

大
洲
地
区
大
会
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第40回長浜駅伝競走大会
　

長
浜
中
学
校
の
生
徒
を
は
じ
め
、

県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
な
ど
88
チ
ー
ム
６
０
０
人
が
大

会
に
挑
み
ま
し
た
。
早
朝
に
は
季
節

の
風
物
詩
、肱
川
あ
ら
し
も
見
ら
れ
、

ス
タ
ー
ト
直
前
の
気
温
も
13
度
と
肌

寒
い
天
候
と
な
り
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
１

部
と
３
部
は
６
区
間
の
２
６
・
６
㎞
、

中
学
生
と
女
性
を
主
体
と
し
た
２

部
、
４
部
、
女
性
の
部
は
３
区
間
の

１
３
・
３
㎞
の
コ
ー
ス
で
普
段
か
ら

鍛
え
た
健
脚
を
競
っ
て
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

１
部

優　

勝　

西
予
市
体
協
Ａ

（
１
時
間
23
分
18
秒
）

準
優
勝　

Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
ク
ラ
ブ
Ａ

３　

位　

新
居
浜
楽
走
会
Ａ

　

10
月
30
日
晴
海
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

で
、
大
和
公
民
館
主
催
の
野
球
教
室

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

少
年
野
球
チ
ー
ム「
サ
ン
デ
ー
ズ
」

や
「
長
浜
中
学
校
野
球
部
員
」
な
ど

総
勢
約
２
０
０
名
の
球
児
た
ち
は
、

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
の
選

手
か
ら
、
プ
ロ
の
技
術
を
習
お
う
と

熱
心
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
一
輪
車
パ
レ
ー
ド
で
開

幕
し
、
地
元
農
産
物
の
販
売
、
餅
つ

き
や
ミ
カ
ン
の
数
当
て
ク
イ
ズ
、
生

卵
の
袋
つ
め
放
題
、
ま
た
豊
年
踊
り

に
野
村
チ
ビ
ッ
コ
舞
踊
団
の
踊
り
と

野 

球 

教 

室

11月13日、第19回豊茂ふるさとまつりが

豊茂小学校を主会場に開催されました。

久
万
山
五
神
太
鼓
の
演
奏
な
ど
、
多

彩
な
催
し
物
で
、
訪
れ
た
人
々
は
紅

葉
で
色
づ
く
山
あ
い
の
ふ
る
さ
と
で

深
ま
り
ゆ
く
秋
の
１
日
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

長 浜 路 を 力 走

豊茂ふるさとまつり

　

２
部

優　

勝　

長
浜
中
学
校
野
球
部
Ａ

（
51
分
５
秒
）

準
優
勝　

長
浜
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ｃ

３　

位　

長
浜
中
学
校

　

３
部

優　

勝　

川
之
石
高
等
学
校
陸
上
部

（
１
時
間
35
分
51
秒
）

　

４
部

優　

勝　

長
浜
中
学
校（

57
分
49
秒
）

準
優
勝　

 

長
浜
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部

　

女
子
の
部
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第40回長浜駅伝競走大会が、11月13日㈰　午前11時から
長浜本町と白滝を周回するコースで開催されました。

▲１部優勝　西予市体協Ａ
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